
いじめの防止等のための基本的な方針（抜粋） 

（平成25年 10月 11日文部科学大臣決定（最終改定 平成29年３月14日）） 
【学校いじめ防止基本方針を活用したＰＤＣＡサイクル】 

 

第２ いじめの防止等のための対策の内容に関する事項 

３ いじめの防止等のために学校が実施すべき施策 

（２）学校いじめ防止基本方針の策定 

（学校いじめ防止基本方針） 

第１３条 学校は、いじめ防止基本方針又は地方いじめ防止基本方針を参酌し、その学

校の実情に応じ、当該学校におけるいじめの防止等のための対策に関する基本的な

方針を定めるものとする。 

各学校は、国の基本方針、地方いじめ防止基本方針を参考にして、自らの学校

として、どのようにいじめの防止等の取組を行うかについての基本的な方向や、

取組の内容等を「学校いじめ防止基本方針」として定めることが必要である。 

学校いじめ防止基本方針を定める意義としては、次のようなものがある。 

・ 学校いじめ防止基本方針に基づく対応が徹底されることにより、教職員

がいじめを抱え込まず、かつ、学校のいじめへの対応が個々の教職員によ

る対応ではなく組織として一貫した対応となる。 

・ いじめの発生時における学校の対応をあらかじめ示すことは、児童生徒

及びその保護者に対し、児童生徒が学校生活を送る上での安心感を与える

とともに、いじめの加害行為の抑止につながる。 

・ 加害者への成長支援の観点を基本方針に位置付けることにより、いじ

めの加害者への支援につながる。 

学校いじめ防止基本方針には、いじめの防止のための取組、早期発見・いじ

め事案への対処（以下「事案対処」という。）の在り方、教育相談体制、生徒

指導体制、校内研修などを定めることが想定され、いじめの防止、いじめの早

期発見、事案対処などいじめの防止等全体に係る内容であることが必要である。 

その中核的な内容としては、いじめに向かわない態度・能力の育成等のいじ

めが起きにくい・いじめを許さない環境づくりのために、年間の学校教育活動

全体を通じて、いじめの防止に資する多様な取組が体系的・計画的に行われる

よう、包括的な取組の方針を定めたり、その具体的な指導内容のプログラム化

を図ること（「学校いじめ防止プログラム」の策定等）が必要である。 

また、アンケート、いじめの通報、情報共有、適切な対処等のあり方につい



てのマニュアルを定め（「早期発見・事案対処のマニュアル」の策定等）、それ

を徹底するため、「チェックリストを作成・共有して全教職員で実施する」な

どといったような具体的な取組を盛り込む必要がある。そして、これらの学校

いじめ防止基本方針の中核的な策定事項は、同時に学校いじめ対策組織の取組

による未然防止、早期発見及び事案対処の行動計画となるよう、事案対処に関

する教職員の資質能力向上を図る校内研修の取組も含めた、年間を通じた当該

組織の活動が具体的に記載されるものとする。 

さらに、いじめの加害児童生徒に対する成長支援の観点から、加害児童生徒

が抱える問題を解決するための具体的な対応方針を定めることも望ましい。 

加えて、より実効性の高い取組を実施するため、学校いじめ防止基本方針が、

当該学校の実情に即して適切に機能しているかを学校いじめ対策組織を中心に

点検し、必要に応じて見直す、というＰＤＣＡサイクルを、学校いじめ防止基

本方針に盛り込んでおく必要がある。 

学校いじめ防止基本方針に基づく取組の実施状況を学校評価の評価項目に位

置付ける。学校いじめ防止基本方針において、いじめの防止等のための取組

（いじめが起きにくい・いじめを許さない環境づくりに係る取組、早期発見・

事案対処のマニュアルの実行、定期的・必要に応じたアンケート、個人面談・

保護者面談の実施、校内研修の実施等）に係る達成目標を設定し、学校評価に

おいて目標の達成状況を評価する。各学校は、評価結果を踏まえ、学校におけ

るいじめの防止等のための取組の改善を図る必要がある。 

学校いじめ防止基本方針を策定するに当たっては、方針を検討する段階から

保護者、地域住民、関係機関等の参画を得た学校いじめ防止基本方針になるよ

うにすることが、学校いじめ防止基本方針策定後、学校の取組を円滑に進めて

いく上でも有効であることから、これらの関係者と協議を重ねながら具体的な

いじめ防止等の対策に係る連携について定めることが望ましい。また、児童生

徒とともに、学校全体でいじめの防止等に取り組む観点から、学校いじめ防止

基本方針の策定に際し、児童生徒の意見を取り入れるなど、いじめの防止等に

ついて児童生徒の主体的かつ積極的な参加が確保できるよう留意する。 

さらに、策定した学校いじめ防止基本方針については、各学校のホームペー

ジへの掲載その他の方法により、保護者や地域住民が学校いじめ防止基本方針

の内容を容易に確認できるような措置を講ずるとともに、その内容を、必ず入

学時・各年度の開始時に児童生徒、保護者、関係機関等に説明する。 


